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本書作成の狙い

農業・農村の６次産業化による戦略的取組を推

進するためには、農業者が主体的に加工に進出す

る取組への支援に加え、販売戦略の策定に対する

支援が必要であり、農業者に対する指導の中核と

なる者のビジネス面での指導力強化が必要です。

農林水産省では平成23年度より６次産業化の推

進に向け、都道府県を単位とした支援事業体（サ

ポートセンター）を設置するとともに、６次産業

化プランナーを配置することで、６次産業化の取

組につながる案件の発掘や六次産業化法の認定申

請から事業化のフォローアップまで、総合的なサ

ポート体制の構築を進めています。

一方、地域には、既存の枠組みとして、農業者

に直接関わり、農業技術の指導や担い手育成、農

産物等の生産・加工・販売等への指導および経営

相談など、農業技術や経営を向上するための支援

を専門とする 『普及指導員（国家資格をもった

都道府県の職員）』が存在します。

このように、地域には、６次産業化施策により

配置されている６次産業化プランナーと、従前か

ら生産者とのかかわりを持った普及指導員の中核

人材がおり、両者が地域で連携して生産者支援を

行うことで、より効果的な活動の推進が可能とな

ります。

本事業では、農林水産省の支援により、地域の

中核人材（普及指導員等）を対象に、ビジネス面

での指導力強化を目的として、外食・中食・食品

製造業・量販店等へ派遣する研修を計画するとと

もに、実践的な取組を通じて民間企業等が取り組

んでいる消費者・実需者ニーズの把握、販売戦略

の策定等の知識の習得を図る研修（民間派遣研

修）を実施して参りました。

本書では、事業をとおして得た研修実施の手法

を取りまとめ、今後、地域等で民間派遣研修等の

実施を計画される際の参考として、受け入れ先と

なる民間企業の抽出・選定、研修のプログラムや

カリキュラム作成、実施計画の策定など、研修実

施のためのノウハウを取りまとめています。

民間派遣研修では、受入先の企業が持つビジネ

スノウハウを知り、参加者の業務に利活用するこ

とが主目的となりますが、実施方法や研修内容に

よっては、それ以上の効果をもたらす可能性があ

ります。一般に考えられる研修の実施マニュアル

としてではなく「参加者と企業とが信頼構築を構

築し、その後の活動に寄与するのか」など、テク

ニックやポイントを盛り込んだ内容としています。

是非、各所での民間派遣研修のノウハウ本として、

お読みください。
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民間派遣研修～実施マニュアル～

研修の狙いと研修期

間を想定するととも

に、研修受入先の状

況に対する配慮も必

要。

現在、普及指導員を始め、地域の行

政担当者、コーディネーターなどを対

象とする各種の民間派遣研修が各所で

実施されています。

その研修の目的は、出向等による長

期の派遣により派遣先の業務を詳細に

わたり理解するためのものから、現地

視察など短期間で事業者の実務をある

程度把握するものまでさまざまです。

民間派遣研修を企画立案する場合に

は、派遣する人材のニーズや派遣研修

後、実務に復帰した後の効果等を想定

し、効果的な計画を検討する必要があ

ります。

また、派遣先（受入先）の実情を踏

まえ、業務に支障をきたすことなど等

に配慮する必要があります。

研修計画を立案する際には、派遣の

目的を俯瞰的に捉え、その狙いについ

て精緻な検討が必要となります。例え

ば、長期研修（出向等）であれば、派

遣先の企業や所属部署等の業務実態を

詳細に把握することが可能ですが、短

期研修の場合には、派遣先の業務概要

を知るだけであるのか、もっとその先

にある事項について知りたいのかなど、

研修の戦略性（ポイント）を絞り込む

ことが重視されます。

１ 研修計画の企画立案

(1) 研修の狙いと研修期間、研修の方法

研修期間研修期間研修期間研修期間 研修研修研修研修のののの狙狙狙狙いいいい

長期（数か月～数年） 〇精緻に体験する、理解する
主に出向や交流人事等により、派遣先（受入先）企業の業務の詳細
について理解を深めることが可能。

中期（１週間～数週間） 〇見る、聞く、感じる・考える、理解する
派遣先（受入先）企業の何を知りたいのか、また、受入先において、
その期間で派遣の目的を達成することが可能であるのか、事前の検
討が必要となる。

短期（１日～数日） 〇見る、聞く
いわゆる現地視察のレベルでの派遣。

研修の狙いにあわせ、

『見る』『聞く』

『感じる・考える』

『理解する』を用意

する。

現在、国内各所で実施されている人

材育成研修では、有識者や実務者を講

師として主に講義（座学）による取り

組みが実施されています。

しかしながら、このような方法では

研修の参加者が「聞く」のみで、研修

本来の目的を達成できるか判断しがた

いものです。

近年では、上記に加え、ロールプレ

イング等を用いて実際の場面をモデル

化した研修などが行われています。

民間派遣研修の場合、上記に加え、

実際に現場を見ることが可能です。し

かし見るだけでは「現地視察」といっ

た内容にとどまり、参加者の知識を増

やすのみとなるケースが考えられます。

もし、これから派遣研修等を企画立

案される場合には、むしろ、派遣先で

「感じること」や「考えること」、ま

た、参加者の職務に置き換え「理解す

ること」などを促す方法をご検討いた

だければと思います。



- 5 -

１研修計画の企画立案

本事業では、６次産業化の推進や農と食との連携等にお

いて、生産サイドにおける加工や販売など、生産者が事業

の多角化や高度化を目指す際の指導方法のスキルアップを

目的に、新規的なビジネスノウハウなどについて、講義、

グループワーク、ロールプレイングなど一連の座学研修に

加え、現地での見学や実習・作業、さらには受入先担当者

との企画や実際の商品作りなど、種々のメソッドを駆使し

たプログラムを用意し、単なる現地視察にならないような

研修計画を各社ごとに立案ました。

また、研修の期間は、受入先の業務の繁忙度や実情を踏

まえ、4日～8日間での短期集中プログラムといたしました。

参考 ： 本事業の研修では・・・

(2) 実施主体者と各者の役割

企画立案検討のボード 企業とのグループワーク

実際の商品試作の様子 試作された商品

複数の受入先との間で、上記を整理

し、研修の内容を検討して行くには、

基本的に受入先１社に対して、１名の

担当を研修のアテンドとして配置する

ことが望まれます。

これらの担当を、計画全体を差配調

整する担当の下に置き、業務を遂行す

ることで、各受入先における研修活動

の整合性を図ることが可能になること

に加え、１社ごとの研修戦略検討が可

能となります。

また、これらの人員とは別に、参加

者や受入先との事務作業にあたる人材

の配置も必要です。この事務作業人材

は、企業との契約・覚書の締結や参加

者への連絡告知、研修全体のスケ

ジュール管理などを行うことになりま

す。

本事業では、各受入先担当として、

各地の食農連携に関わる「食農連携

コーディネーター（FACO）」を配置し

ました。このような担当に相当する人

材として、地域には各種のコーディ

ネーターやアドバイザーがいます。こ

のような人材を有効に活用することで、

細部にわたる企業との事前検討やプロ

グラム・カリキュラムの策定に加え、

普段やり取りのない民間事業者と参加

者との交流を促すなど、研修のレベル

向上を図ることが可能となります。

受入先と事務局およ

び参加者を結ぶ中間

人材（アデンドや

コーディネーター）

を配置する

[民間派遣研修における地域コーディネーター等の利活用の意味]

民間派遣研修の受入先と参加者との間には、これまで交流が無いものと思われます。また、数

日の研修期間において、受入先との交流が図られたとしても、研修終了後に各員が積極的に交流

機会を次なる業務やビジネスに展開できるとは限りません。

このような課題を埋める中間的人材として、地域のコーディネーター等を利活用すれば、研修

後、受入先と地域との交流を継続したり、また、コーディネーター自らが持つ案件のために、両

者とのコラボレーションを促す可能性も考えられます。地域において民間派遣研修を立案される

際には、研修終了後も地域と繋がる人材をアテンドとして利活用しておくことが有用です。
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受入先の業務内容に

加え、受入先がもつ

研修ノウハウなどの

情報収集が必要。ま

た、研修参加者の派

遣先ニーズとのマッ

チングも重要。

民間派遣研修の受入先は、研修の目

的を達成する上で非常に重要なファク

ターとなります。そもそも研修をどの

ように、どの程度の期間実施するか、

また、その受入先として、どの程度の

研修ノウハウを受入先が有しているか

など、事前の情報収集と検討が必要に

なります。

そのためには、研修の狙いとなるべ

き事項を項目として整理し、それにそ

う受入先を選定・抽出することが求め

られます。

実際の選定・抽出作業には、受入先

となる企業情報を事前に有している必

要があるのとともに、研修の参加者に

対し、派遣先のニーズを聞いておくこ

とも必要です。

ニーズ把握は、研修計画立案時に潜

在的な参加者アンケート等を行うこと

で解決できますが、受入先情報は日頃

の業務などで整理しておく必要があり

ます。

(1) 派遣先（受入先）企業の選定と抽出

２ 研修受入先との調整

[企業の選定と参加者ニーズとのマッチング]

本事業では、先ず、右に示した項目を１)～6）事前に

整理しました。次に、事業を推進するためのアテンドと

して配置したFACOに項目情報を伝え、各FACOが日頃

から業務等で関わる企業を選定してもらいました。

別途、農林水産省で普及指導員向けに実施したニーズ

調査の結果を参考に、適合する企業の有無について検討

を行い派遣先の対象としてリスト化を行いました。

[研修実施のための事前調整]

リスト化された企業を対象に、研修の趣旨説明、受入

の可否、さらに研修に利活用できそうな資料等の有無に

ついて、事前の調整等を行うことで、研修実施の具体化

に向けた精査を行っています。

[企業の思いと研修の実施理念]

今回の企業はすべて、地域の食や農に企業としてご関

心の高い組織です。このため、研修の実施については、

各社とも積極的なご協力をいただき、ＣＳＲ活動の一環

として、無償でのご協力をいただきました。

参考 ： 本事業の研修では・・・ 1)地域農産物等の利活用を展開する食品製造業者等

●●●●ケンコーマヨネーズケンコーマヨネーズケンコーマヨネーズケンコーマヨネーズ㈱㈱㈱㈱

●●●●ヤヱガキフードヤヱガキフードヤヱガキフードヤヱガキフード＆＆＆＆システムシステムシステムシステム㈱㈱㈱㈱

2)地域農産物等の利活用を展開する流通・小売業者等

●●●●イオンリテールイオンリテールイオンリテールイオンリテール㈱㈱㈱㈱ フードアルチザンフードアルチザンフードアルチザンフードアルチザン

●●●●パルシステムパルシステムパルシステムパルシステム生活協同組合連合会生活協同組合連合会生活協同組合連合会生活協同組合連合会

●●●●六本木農園六本木農園六本木農園六本木農園（（（（連携連携連携連携：：：：七里七里七里七里ヶヶヶヶ浜商店他浜商店他浜商店他浜商店他））））

3)素材・原料へのこだわりを持つ外食企業

●●●●日本日本日本日本サブウェイサブウェイサブウェイサブウェイ㈱㈱㈱㈱

4)ネット販売や通信販売等を通じた地域産品の利活用

●●●●オイシックスオイシックスオイシックスオイシックス㈱㈱㈱㈱

●●●●㈱㈱㈱㈱ぐるなびぐるなびぐるなびぐるなび（（（（連携連携連携連携：：：：東京海洋大学東京海洋大学東京海洋大学東京海洋大学））））

5)地域資源を有効に活用した地域発信型観光ビジネス

●●●●富洋観光開発富洋観光開発富洋観光開発富洋観光開発㈱㈱㈱㈱ the Fishthe Fishthe Fishthe Fish

6)地域資源を活用した飲食との連携ビジネス

●●●●西日本高速道路西日本高速道路西日本高速道路西日本高速道路㈱㈱㈱㈱
（（（（連携連携連携連携：：：：西日本高速道路西日本高速道路西日本高速道路西日本高速道路サービス・ホールディングスサービス・ホールディングスサービス・ホールディングスサービス・ホールディングス㈱）㈱）㈱）㈱）

●●●●㈱㈱㈱㈱ノバレーゼノバレーゼノバレーゼノバレーゼ

趣旨にご賛同いただいた各社とも、研修の受入担当者に加え、役員の方々など組織をあげてのご対応をいただきました

民間派遣研修～実施マニュアル～
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２研修受入先との調整

参加者受入に係る諸

事は、事前に受入先

となる企業の間で契

約や協定・覚書等を

取り交わし、企業へ

の迷惑をかけない配

慮が必要

民間派遣研修は、あくまで実施する

側の要望に企業が受入先として協力し

ていただく関係にあることを忘れては

いけません。

研修では、外部の参加者が企業の組

織内や関連施設に入ることになります

ので、研修の実施場所以外に入ったり

することはもちろんですが、企業が研

修でご提供くださる資料（特に企業の

ノウハウに関するもの、知的財産に関

するもの、個人情報に関するもの）の

外部漏えいの可否などには注意が必要

です。

また、研修期間中の労務災害等に関

する事項についても、派遣先となる企

業の担当者、人事管理者などと事前の

整理を行っておく必要があります。

実施主体となる機関や組織において

は、派遣契約や覚書などの必要性など、

受け入れていただける企業の立場に

立った対応が求められます。

(2) 受入に係る諸事 （契約書や知的財産・個人情報等の取り扱い）

参考 ： 研修業務協定書・覚書の一例

下記の研修業務に関し、研修実施者〇〇〇（以下「甲」という）と研修受入先〇〇〇〇株式会社（以下「乙」と

いう）とは次のとおり協定・覚書を締結する（取り交わす）。

（研修業務）

第1条 甲は「〇〇〇〇」の研修を乙にて実施し、乙はこれを受託するものとする。

（研修の内容）

第2条 研修の内容は甲・乙協議の上、別途定めるものとする。

（研修の期間）

第3条 委託研修の期間は、20XX年XX月XX日からXX月XX日までとする。

ただし、必要のあるときは、甲・乙協議の上、その期間を変更することができる。

（参加者の受入れ）

第4条 甲はこの協定に基づく研修を受けさせるため、別紙〇〇に基づく研修生（以下「研修生」という）を乙に

派遣するものとする。

（勤務時間・休日）

第5条 前条の規定により派遣された研修生の勤務時間は、乙の勤務時間に従うものとする。

研修生の研修期間中の休日は甲・乙協議の上、設定するものとする。

（費用負担）

第6条 研修生の研修期間中における給与・諸手当は、甲の給与規定により、甲が負担するものとする。

研修生の研修期間中の旅費交通費・研修費等については、甲の規定に基づき甲が負担するものとする。

（災害補償）

第7条 研修生が研修の期間中に災害を受けた場合は、甲の就業規則の規定に基づき措置するものとする。

（守秘義務）

第8条 甲は研修生に対し、研修の期間中に知り得た乙及び第三者の営業秘密及び乙が取り扱う個人情報に

ついて、研修の期間中はもとより、研修終了後においても、守秘義務を負わせるものとする。

（指示に服する義務）

第9条 研修生は委託研修の期間中、乙の定める者の指示に従うものとする。

（報告）

第10条 甲は研修生に対して、研修の期間中、研修状況を報告させることができるものとする。

（その他）

第11条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関して疑義を生じた事項については、甲・乙協議して定め

るものとする。

この協定を証するため、本書を2通作成し、甲・乙両者記名捺印の上、各自その1通を保有するものとする。

20XX年XX月XX日 甲 ㊞ 乙 ㊞
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企業との調整は、先

ず何を伝えたいのか

を整理。それに係る

既存資料等を用意し、

さらに研修に必要な

資料等を作成する。

アテンド担当はでき

る限り企業負担の軽

減に努める。

研修の実施準備については、派遣先

となる企業との綿密な打ち合わせや意

見交換が必要となります。

先ずは、研修において「参加者に何

を伝えたいのか」などの上位概念を整

理し、そのための研修プログラム（骨

子）を検討します。

研修プログラムを遂行するための資

料は、協力していただく企業の負担を

できる限り軽減するため、既存の事業

パンフレットや関係資料、企業自社内

で行われている社員研修用の資料など

の有無について整理を行います。

さらに、研修プログラムに併せ、各

セクションを誰が担当するのかなどに

ついて綿密な調整を行います。

また、研修のアテンドとなるコー

ディネーター等が持つノウハウやスキ

ルも利活用し、プログラム全体をとお

して臨場感のある内容とします。

(1) 受入先との調整作業とプログラム検討

３ プログラムやカリキュラムの作成

ステップステップステップステップ 企業企業企業企業とのとのとのとの調整手順調整手順調整手順調整手順

ステップ１ 〇研修の実施理解
民間派遣研修の趣旨・目的を伝え、受入の協力を得る。

！ポイント：なるべく企業内で決定権のある方にお話を聞いていただき、理解を得る
ことが重要。

ステップ２ 〇実施体制の整備
企業の担当者を最低２名（実施統括と事務連絡係）を配置していただくとと
もに、ステップ３以降で構築するプログラムにあわせ人員の拡充を要請する。

ステップ３ 〇研修の最上位概念の確認・合意
研修参加者の受入れにあたり、企業として「何を伝えたいのか」について確
認を行い、研修のプログラム骨子を整理する。

！ポイント：事前にアテンド担当が企業の特徴を理解し、研修の趣旨・目的に沿った
研修プログラムを用意しておくこと。その内容を企業担当者との間で調整する。

ステップ４ 〇研修期間や日程の調整
企業の繁忙期等やイベント等を踏まえ、研修実施期間や日程を調整する。

ステップ５
（目安）
研修1か月前まで

〇プログラムに沿った内容の検討
研修プログラムに記された骨子をもとに、研修期間中のスケジュールや研修
項目、講義担当者などについて整理を行う。

！ポイント：講義のみではなく、グループワーク、実習、現地見学、商品開発試作、
イベントへの参加等、研修期間を十分に使い、参加者の満足が満たされる内容
をアテンドから提案を行ってゆく。

ステップ６ 〇内容の精査、オリジナリティーの創出
研修の内容を高めるため、ゲストを呼んだり、他者では体験できないことを企
画したり、さらなる精査を行う。

一般的な研修のプログラムに加え、企業が業

務として関わる取引先や有識者などをゲストと

してお呼びいただいたり、商品の試作、研修実

施地域のイベント視察、さらには「社食で昼食

体験」などを盛り込んでいただきました。

参考 ： 本事業の研修では・・・

研修期間中に実施されて
いた企業イベントへの参
加（震災復興フェア）

時間を有効に使うアイデ
ア！：現地への移動時に

講義を実施する

オリジナリティーあ

るプログラムを研修

内容に盛り込む。

研修期間を有効に使

うのも一つのアイデ

ア。

民間派遣研修～実施マニュアル～
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３プログラムやカリキュラムの作成

カリキュラムは企業

が持つ既存資料、ア

テンド担当者の作成

資料、公開されてい

る資料等の利活用で

対応が可能です。

計画された研修プログラムに対し、

実際の研修ではそのプログラムに適す

るカリキュラムを用意することが必要

です。先にも記しましたが、用意する

カリキュラムは、企業が持っている既

存の資料を有効活用することで、企業

の作業軽減を図ることができます。

また、冊子になっていなくても、日

ごろ企業担当者が使っているパワーポ

イントの資料なども、より具体的な業

務を知る上での参考になります（なお

この場合、資料の情報が外部漏えい可

能であるのか等の確認が必要となりま

す）。

さらに、参加者どうしが行うグルー

プワークやロールプレイング等の研修

では、研修の進行役となるアテンドや

企業担当が実施のための手法（メソッ

ド）を理解しておく必要があります。

アテンドや担当者が持つノウハウや

スキルを活用することが望まれますが、

食農連携などの分野では、過去の支援

事業等により、公的機関がメソッドを

公開している場合もあり、このような

資料を利活用することも一つの方法で

す。

(2) カリキュラム作成と内容の精査

メソッドのテーマメソッドのテーマメソッドのテーマメソッドのテーマ 資料の概要資料の概要資料の概要資料の概要

コーディネート
手法戦略構築

農商工等連携や食農連携を推進する連携体や枠組の中で、関係者が合意形成を図り、発
生する課題等を解決していくためには、関係する機関・組織・事業者等が理念として共有
できる『ビジョン・戦略』が最も重要であり、コーディネーターが先ず行わなければなら
ない活動ともいえます。
本書では、その一つの方法として、ビジネスの現場で利活用されているブレーンストー
ミング（ＢＳ）、ＳＷＯＴ分析などの手法をアレンジし、農商工等連携や食農連携の取組
を推進する連携体や枠組におけるビジョン形成や戦略構築のためのメソッド（手法）を紹
介しています。

地域ブランド 地域全体の活性化につなげる有力な方法の一つとして、地域ブランドの構築があります。
地域に入ったコーディネーターが広い視野のもと、進めていかなければならないテーマと
いえます。
本書では、農商工等連携における地域ブランドの構築の方法から、ブランドコミュニ
ケーションの仕方やブランド管理の必要性まで、地域ブランド形成に必要な手法を一通り
紹介しています。

マーケティング
戦略

農商工連携や食農連携によって生み出される様々な新商品や新サービスが変化の著しい
現代マーケットにおいて、持続可能な成長モデルになるためには、正確に商品やサービス
の特性を把握し、適切なマーケティング戦略に基づいた意思決定を行う必要があります。
そのためにも、広い知見とノウハウを持つコーディネーターの客観的なサポートが求めら
れております。
本書では、そのような地域ブランドや地域発信型商品・サービスのコーディネートに

必要な実践的なマーケティング手法を紹介しています。

新商品開発 食農連携における新製品開発は、地域の食品企業や農業者、研究機関等のそれぞれの持
つ強 みを結集し、足りない資源や技術を異業種から導入して、新たな製品開発を実現し
ようとい うものです。大企業であれば、自社の力のみで実現できるかもしれませんが、
中小企業であれば、このように地域内での連携体による新製品開発を目指すことが必要
です。
本テキストでは、食農連携における新製品開発において、それを実施するコーディ

ネーター や開発担当者が注意すべき点を示しています。

各資料は農林水産省総合食料局補助「食農連携機能高度化支援事業」において社団法人 食品需給研究センターが作成し、

公表しています。資料は右のアドレスから無料ダウンロードが可能です。http://www.fmric.or.jp/facobank/kenshu/kyozai.html

参考 ： 研修で利活用可能なメソッドの一例



第１日（火） 第２日（水） 第３日（木） 第４日（金）

9：30 集合
10：00 実地研修オリエン

テーション
・事業について FACO加藤
・カリキュラム 小林課長

10：30 講義山本伸司理事長
「パルシステムの歴史・理
念・ビジョンについて」

12：00 質疑応答

8：00 津田沼駅集合
8：30 車中にて和郷園視察

に関しての予備講義
講師：FACO加藤

10：10 講義
「和郷園の事業概要」
講師 伊藤忠明課長

10：50 カット野菜・出荷場
見学

11：20 リサイクルセンター
視察

9：45 東川口駅に集合
10：30 講義

講師 野村和夫専務
「ジ―ピーエスの役割・

機能について」
11：15 質疑応答
11：30 講義

講師 工藤友明本部長
ジ―ピーエスの販売機能
と産地政策について」

12：15 質疑応答

9：30 パル本部に集合
10：00 普及指導員全員による
特産品の模擬セールス

プレゼン 15分
質疑応答 5分
①石川県 トマト 現物あり
②鳥取県 日本酒現物あり
③愛媛県 干柿 現物あり
④長崎県 ハウス琵琶
⑤宮崎県 キンカン（生・加

工品） 現物あり
パルシステム対応者

高橋英明課長、
堀籠克衛人事部長他

12：30 昼食
13：30

12：00 直売所風土村にて
13：00 昼食（和郷園直営）

12：30 昼食
13：30

13：30 講義 高橋宏通部長
「パルシステムの食料農業
政策について」

15：00 質疑応答
15：30 休憩
15：45 講義 高橋英明課長

「パルシステムの商務機能
について」

16：45 質疑応答
17：45 本日の振返り FACO
18：30 交流会

13：10 例糖野菜工場視察
14：15 契約農家の圃場視

察及び質疑応答
15：10 和郷園併設のザ・

ファーム視察（農業宿泊体
験施設）

16：100 車中にて本日の振
返り FACO 加藤

18：00 津田沼駅にて解散

13：30 センター内視察（納
品から出荷まで）

14：30 質疑応答
15：00 休憩
15：15 講義 講師 畑信彦品
質管理課長代理

「放射能に対する考え方に
ついて」

16：15 質疑応答
16：45 本日の振返り
17：30 終了
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本事業で検討・構築された研修プログラムの実施例

参考ケース１ ：パルシステム生活協同組合連合会での研修プログラム

[コンセプト：パルシステムとは、人と人との助け合いが原点です]

第１日（火） 第２日（水） 第３日（木） 第４日（金）

午前 ○実地研修オリエンテーション

○概略：顔合わせ、自己紹介

事業目的の共有、ケンコーマヨ

ネーズ(株)の紹介

○教材

プリント資料

○担当者：FACO高橋修一郎、ケ

ンコーマヨネーズ（加藤他）

○中食事業座学 ①

○概略：食品企業が事業運営を

していくなかで注意していることを

伝える。

○教材：プリント資料

○担当者：ケンコーマヨネーズ

(株)（加藤）

○商品開発実習①

○概略：持ち込み産品を使った

商品の開発。コンセプトシートの

作成。

○教材：プリント資料

○担当者：ケンコーマヨネーズ

(株)（中島）

○工場見学および成果プレゼン

テーション

○概略：試作品の試食をし、ディ

スカッションを行う。

各自学んだことをまとめ、発表を

行い、学びを共有する

○教材：プリント資料

○担当者：FACO高橋修一郎

昼食 ケンコーマヨネーズ（株）社内食堂にて

午後① ○所沢工場視察①

○概略：ケンコーマヨネーズ（株）の

施設見学

○教材：プリント資料

○担当者：ケンコーマヨネーズ株

式会社（日下）

○中食事業座学 ①

○概略：商品開発の際にどのよ

うなことが考えられているかを学

ぶ。コンセプトシートについて。

○教材：プリント資料

○担当者：ケンコーマヨネーズ

(株)（加藤）

○商品開発実習②

○概略：コンセプトシートの内容も

とに商品の試作を行う。

○教材：プリント資料

○担当者：ケンコーマヨネーズ

(株)（中島）

午後② 所沢工場視察②

○概略：ケンコーマヨネーズ（株）の

施設見学

○教材：プリント資料

○担当者：ケンコーマヨネーズ株

式会社（日下）

○実地見学

○概略：サラダの中食salad cafe

を見学し、座学の内容を実施し

ている現場を理解する。○教材：

プリント資料

○担当者：ケンコーマヨネーズ株

式会社（加藤）

○商品開発実習③

○概略：試作した料理のプレゼン

テーションを行い、商品をお客様

に届けるポイントを学ぶ。

○教材：プリント資料

○担当者：ケンコーマヨネーズ

(株)（中島）

参考ケース２ ： 株式会社ケンコーマヨネーズでの研修プログラム

[コンセプト：中食産業における企業の戦略]

民間派遣研修～実施マニュアル～



- 11 -

本事業で検討・構築された研修プログラムの実施例

１日目（火）7:20～17：00 ２日目（水）11：00～17：00 ３日目（木）10：00～17：00 ４日目（金）10：00～13：00

７時20分 東京駅新丸ビル
10Fエコッツェリア集合

（早朝NGの方は ９：３０に
六本木農園に集合）

７時半 朝大学農業ｸﾗｽ視察
１０時 オリエンテーション

今回の目標とｺﾞｰﾙ
の設定と共有

１１時 JR鎌倉駅 西口集合
終日 鎌倉市内

フィールドワーク①
・鎌倉ブランド野菜の流通と

鎌倉連売所などの視察を
通して消費者のブランド認
識を体感する

１０時 六本木農園集合
終日 六本木農園

アウトプット学習
・視察体験の整理
・ｺﾝﾃﾝﾂの作りこみ手法
・多様な農業ｺﾝﾃﾝﾂの可能性
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸの準備

１０時 六本木農園集合
終日 六本木農園

プレゼンテーション
・個人別発表
・全体講評

１３時 終了・解散

１３時 総論講義
①６次産業化と地域連動
②ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞとﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽの

違いについて
１５時 六本木農園における

ビジネス戦略
①六本木農園の活動
②農家のこせがれﾈｯﾄﾜｰｸ

１８時 懇親会（六本木農園）
本音でナイト！

２０時 六本木農園で解散

１４時 七里ヶ浜商店

フィールドワーク②
・高級住宅街で意識の高い消費
者の多い七里ヶ浜ｴﾘｱのﾏｰｹﾃｨ
ﾝｸﾞを体感する

フィールドワーク③
・地域密着型ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞと消費者
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの現場学習
・ﾎﾟｲﾝﾄの整理と意見交換

１７時 鎌倉駅で解散

１３時
グループワーク①
ｹｰｽによるｱｳﾄﾌﾟｯﾄ
・地に域ブランドが根付くための方
策を検討します。

１５時
グループワーク②
ﾃｰﾏ設定によるｱｳﾄﾌﾟｯﾄ

１７時 六本木農園で解散
※各自宿泊先で発表準備

参考ケース３ ：六本木農園（株式会社umari）での研修プログラム

[コンセプト：６次産業化の出口戦略とプロデュース手法を学ぶ！]

【事前勉強】 第１日（水） 13:30～17:30 第2日（木） 10:00～17:30

物産展でイオンフードアルチザンが応援する

商品について、「何故、イオンフードアルチザ

ンがこの商品を応援するのか」、「他の商品と

の違いは何か」など一連の研修会をとおして

キーワードとなる事項について、事前の情報

収集を行っていただきます。

13:30 集合

イオンリテール㈱本社

千葉県千葉市美浜区中瀬1-5-1

最寄駅：ＪＲ京葉線 海浜幕張駅

14:00 研修開始（講義）

・研修オリエンテーション(30分)

・研修全体を踏まえた講義(120分)

17:30 終了

10:00 集合

イオンリテール㈱本社（前日同）

10:10 研修開始（講義、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ）

売り方コンセプト作り

グループワークによる商品の見せ方、

売り場イメージ、セールスコピー等 の

検討

17:30 終了

第3日（金） 13:30～17:30 第4日（土） 10:00～17:30 第5日（日） 集合なし

13:30 集合

イオンレイクタウン店

埼玉県越谷市東町2-8

最寄駅：ＪＲ武蔵野線 越谷ﾚｲｸﾀｳﾝ駅

13:45 研修開始（実地研修）

・売り方コンセプト確認①

～岩手フェア視察＆調査～

16:30 終了 → 海浜幕張へ移動

10:00 集合

イオンレイクタウン店（前日同）

10:10 研修開始（実地研修）

・売り方コンセプト確認②

～岩手フェア視察＆調査～

13：00 (社)食品需給研究ｾﾝﾀｰに移動

・結果の整理・意見交換

17:30 終了

◇各自の宿泊先にて研修結果の整理

◇都内近郊の地域産品小売見学（各自）

※なお、宿題作成のために、参加者どうしが

グループごとに集まって検討を行う際には、

（社）食品需給研究センター(東京都北区

西ヶ原3-1-12)の施設を開放します。

最寄駅：ＪＲ京浜東北線 上中里駅

地下鉄東西線 西ヶ原駅

第6日（月） 13：30～17：30 第7日（火） 10：00～17：30 第8日（水） 10：00～15：00

13:30 集合

イオンリテール㈱本社

13:40 研修開始（発表）

・検討結果発表(120分)

・商品開発に向けた意見交換(90分)

17:30 終了

10:00 集合

イオンリテール㈱本社

10:10 研修開始（講義、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ）

・商品コンセプト作り

午前中は講義、午後はｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ

17:30 終了

10:00 集合

イオンリテール㈱本社

10:10 研修開始（発表）

・商品コンセプト発表

・フードアルチザンの狙い(まとめ)

15:00 終了・解散

参考ケース４ ： イオンリテール株式会社での研修プログラム

[コンセプト：消費者が認める価値とは！売るための戦略！]
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派遣される企業情報

は参加者自身が事前

学習として整理して

おく。

民間派遣研修では、参加者に対し、

事前に派遣先となる企業の概要、実施

業務、研修の趣旨・目的との連動性等

について情報提供を行うことが望まれ

ます。参加者の研修実施の初日に企業

の概要を知るといったことは避けるべ

きです。

このような事前情報の収集と参加者

自身における整理のため、最低でも企

業のホームページを閲覧しておくこと

や事前の情報収集を促すことが必要で

す。

できれば、企業担当者とアテンドと

の間で、関連する資料等を整理し、参

加者に送り、事前勉強を行っていただ

くのも一つの方法となります。

(1) 参加者への事前対応

4 研修の実施

① 事前学習の実施

研修の集合場所や集

合時間、研修場所の

移動方法などは、早

めに参加者に告知す

る。

参加者の中には遠方から研修に参加

される方も多くいます。そのような参

加者のスケジュール確保などのために、

研修のプログラムや実施スケジュール

は早めに確定させておくことが必要で

す。

特に宿泊場所や交通費積算の関係か

ら、初日の集合場所と時間、工場見学

など他の場所で研修を実施する場合の

移動手段、集合時間などは、できるだ

け早めに確定し、参加者への告知を

行っておく必要があります。

②実施スケジュールの告知

アイデア① ～参加者のアイスブレークのために～メーリングリストを作成する

研修では、参加者も、受入企業も、アテンド、その他関係者などすべての人が初めて会う方ばか

りです。事前学習の実施以外にも、研修に関わる全ての人が事前に自己紹介できるための手段と

して『メーリングリスト』等を作成し、情報交換を行うもの一つの方法です。

研修参加者が各自持

ち寄るものは、早め

に告知する。

一般的な講義を中心とした研修や見

学を中心とした研修では、研修を実施

する側が関係資料等を用意するだけで

よいのですが、例えば、実際のシュミ

レーションや商品試作など、参加者に

農産産物をサンプル提供をお願いする

場合やグループワークやロールプレイ

ング等による企画検討を行うにあたり

各自のパソコンを用意してもらうなど、

参加者が事前に準備する必要があるも

のがある場合にも、できるだけ早めに

内容を確定し、参加者への告知を行っ

ておく必要があります。

③参加者が準備するものの告知

アイデア② ～参加者から派遣企業への質問を行う～

事前学習で参加者が感じた疑問や派遣先の企業に聞きたいことなどを、上記のメーリングリスト

を使い、アンケートを実施するのも一つの方法です。回答は、研修初日に行うなどで、参加者の

「なるほど」といった思いを引きだすことが可能となります。

民間派遣研修～実施マニュアル～
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4 研修の実施

民間派遣研修では、

研修全体を整理した

『実施マニュアル』

の作成が必須。

研修では、各プログラムで実施する

カリキュラム以外に、研修全体をとお

しての『実施マニュアル』を作成する

ことが必須です。

このマニュアルに研修の趣旨・目的、

研修のスケジュール、集合場所（地

図）、企業の概要や事前に告知してお

くべき情報、各研修プログラムの概要、

担当者のアドレス、緊急時の連絡先な

どを掲載しておくことで、研修に参加

する各員の不安解消につながります。

マニュアルは企業との調整時にアテ

ンドが作成し、企業の内容確認を行う

基礎資料としても重要です。

(2) 研修の実施マニュアルを作成する【必須】

アイデア③ ～参加者のアイスブレークのために～マニュアルに参加者の顔写真を入れる

マニュアルでは、研修に係る全てのことをできるだけ盛り込んでおくことが必要です。例えば、

参加者の顔写真などを入れることで、研修初日の待ち合わせや関係者全員の事前認知につなげる

ことが可能です。

研修実施マニュアルのサンプルを後段ｐ〇〇でご紹介します

参加者と企業との信

頼関係を構築するこ

とで、研修実施後の

波及効果を創出する。

数日間の研修では、特に参加者と企

業、アテンドなどとの関係を構築する

ことが重要です。そのためには、懇親

を深める機会をできるだけ多く設定す

ることが求められます。

研修終了後の懇親会は単なる宴席で

はなく、各員の意見交換の場として利

活用するだけでなく、企業が関係する

他の事業者や有識者等との交流の機会

を創出するなども一つの方法です。

また、研修期間中の昼食は個別にと

るのではなく、できるだけ全員で、ま

た、企業の社食などを利用し、企業の

社風などを知る機会とすることも魅力

的な研修を演出するための手段となり

ます。

研修の趣旨・目的を理解し、日々の

業務に役立てることはもちろんですが、

研修終了後、参加者が企業やアテンド

との連携関係を構築することで、地域

の６次産業化などに係る生産者や製造

業者への指導などのきっかけをつかむ

ことができます。

民間派遣研修では、研修実施のアウ

トプット以上に、実施後の関係構築な

どアウトカムを是非考えていただけれ

ばと思います。

(3) 参加者と企業との懇親を深める

アイデア④ ～研修終了後のアウトカム創出のために～

研修終了後、ある程度の期間をおいてＯＢ会などを開催し、その後の各員の情報交換等を行うこ

とも一つの方法です。研修実施にあたり作成したメーリングリストなどのツールを利活用するこ

とで、研修終了後の機会を創出することが可能となります。



- 14 -

民間派遣研修に係る準備・実施のためのチェックリスト

今後、民間派遣研修を企画立案、計画遂行されるみなさんを対象に、本書で解説してきた内容を整

理し、事前の準備や企業との調整、研修実施のためのチェックリストを作成いたしました。

チェックチェックチェックチェック 民間派遣研修民間派遣研修民間派遣研修民間派遣研修においてにおいてにおいてにおいて確認確認確認確認しておくべきしておくべきしておくべきしておくべき事項事項事項事項、、、、配慮配慮配慮配慮するべきするべきするべきするべき事項事項事項事項

１ 研修計画の企画立案

□ ・研修の狙いは分かりやすく整理されているか

□ ・研修に派遣する人材（参加者）のニーズ（派遣先や研修内容）は把握しているか

□ ・研修終了後の効果（アウトプット）や成果（アウトカム）を想定しているか

□ ・研修の実施方法や期間、実施時期等を全体計画として整理しているか

□ ・研修事業実施の総括担当者、企業担当者等は適切に配置されているか

□ ・研修の派遣先（受入先）となる企業のリストアップは可能か。不可能な場合の対応は可能か

２ 研修受入先との調整

□ ・受入先企業との間で研修の趣旨・目的について理解が得られているか、合意形成ができているか

□ ・企業の特徴を捉え、研修の実施場所として適切であると判断できているか

□ ・参加者の受入にかかる契約や協定、覚書等の取り交わしは必要か

□ ・知的財産や個人情報の漏えいに関するリスク回避が、研修実施者と企業との間で合意できているか

□ ・そもそも企業は前向きに対応してくれそうか

３ プログラムやカリキュラムの作成

□ ・企業側において、担当配置（窓口、事務連絡）の受入体制が整ったか

□ ・企業として研修で「何を伝えたいのか」といったコンセプトは固まったか

□ ・企業との間で研修期間や日程の調整ができたか

□ ・研修の骨子となるプログラムを作成し、企業との合意ができたか

□ ・研修プログラムに沿った研修項目や研修内容、講義担当者、視察受入先などの整理はできたか

□ ・研修プログラムに沿ったカリキュラムは用意できたか、カリキュラムの説明担当者等の確認含む

□ ・オリジナリティーあるカリキュラムを盛り込むことができたか

４ 研修の実施

□ ・参加者との関係構築はできているか（情報連携や意思疎通など）

□ ・企業情報などを事前学習させることが可能か

□ ・実施スケジュールや参加者が準備するものの告知は適切に行っているか

□ ・上記全体を踏まえた事項を整理した『研修実施マニュアル」は作成できたか、参加者に事前送付したか

□ ・企業担当者等の間で、研修実施前の最後の確認をマニュアルを用いて行うこと！

□ ・参加者と企業など研修に関わるメンバーの関係構築のための演出を組んでいるか

□ ・研修実施後の関係者との情報連携等について想定しているか

※最低でも上記の項目のすべてを満たした研修の実施が求められます。

民間派遣研修～実施マニュアル～



サンプル：研修実施マニュアル
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サンプル：研修実施マニュアル （実例）

研修実施マニュアルの表紙には、目的と
全体スケジュールを入れています。
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研修期間中のタイムテーブルを示すとと
もに、集合場所を地図で表示しています。

民間派遣研修～実施マニュアル～
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事前学習のために、企業のＨＰアドレス
や関連する施策等を紹介しています。

サンプル：研修実施マニュアル
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毎日の研修スケジュールを整理して記載しています。
赤文字では、企業やアテンドが用意する資料等を表示。

民間派遣研修～実施マニュアル～
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研修の実施イメージを分かりやすく解説。
写真などを入れ込むことで臨場感がでます。

サンプル：研修実施マニュアル
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現地視察場所や見学場所は、事前に写真を撮り、マ
ニュアルに入れておくことで参加者もイメージしやすい

民間派遣研修～実施マニュアル～



- 21 -

研修期間中の日曜日を使い、都内にある地域物産館などの
ショップ等を紹介。地図を入れておくとともに、順路も考える。

サンプル：研修実施マニュアル
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グループワークの発表や、有識者によるワークショップなども
研修に盛り込む。内容がわかりやすくなるよう整理して記載。

民間派遣研修～実施マニュアル～
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参加者の顔写真を入れる（ここでは抜いてあります）。
また、研修の諸注意も企業と相談の上、必ず記載する。

サンプル：研修実施マニュアル



６次産業化の推進に向けた普及指導員等

民間企業等への派遣研修～実施メソッド～

本書の転載、複写・複製、電子媒体等への転用については、下記に記しました実施主体へのご連絡を頂き、利活用

の方法等を明示された後にご利用いただけます。

実施主体：食品チェーン研究協議会 （社団法人食品需給研究センター内）

〒114-0024 東京都北区西ヶ原3-1-12 TEL （03）5567-1991 FAX (03）5567-1960

事業担当 ： 深澤 友香、長谷川 潤一


